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０．はじめに
　沖縄語首里方言における「やりもらい動詞」には次のようなものがある。音韻表
記は『沖縄語辞典』によるもので、（0) は平板型のアクセント、(1) は下降型のア
クセントである。
	 ヰーユン	'iijuN	(0)　もらう。
	 クィユン	kwijuN	(1)　くれる。あげる。
	 トゥラスン	turasuN	(0)　くれる。あげる。
	 クィミシェーン	kwimiseeN	(1)　くださる。
	 ウタビミシェーン	ʔutabimiseeN	(0)　くださる。
	 ウサギユン	ʔusagijuN	(1)　さしあげる。
　本稿では、それぞれの「やりもらい動詞」の特徴について例文を提示しながら略
述する。
１．ヰーユン（もらう）
　語形では「得る」に対応する。意味的には「もらう」に近く、『沖縄語辞典』の
訳語にも「もらう」とあるが、日本語の「もらう」とはいくつかの点で異なる。
　出所の格は、カラ格のみ使用でき、ンカイ格（日本語のニ格に相当）は使用でき
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ない。その点では日本語の「得る」に近い。なお、以下の例の「ヰータン」は「ヰー
ユン」の過去形である。
○ワンネー　ドゥシカラ　ジン　ヰータン。（○私は友達からお金をもらった［得
た］。）（注１）
×ワンネー　ドゥシンカイ　ジン　ヰータン。（×私は友達にお金を得た）
　また、「ヰーユン」は日本語の「～してもらう」のような補助動詞的な表現をす
ることができない。沖縄語首里方言には、日本語の「～してもらう」に相当する表
現が欠けており、その代わりに使役形を用いて近似の意味を表現する。
×ワンネー　ドゥシカラ　スムチ　ユディ　ヰータン。（×私は友達から本を読ん
でもらった。）
○ワンネー、ワーガ　チチュル　タミナカイ、ドゥシンカイ　スムチ　ユマチャン。
（○私は、私が聞くために、友達に本を読ませた。）
２．クィユン（くれる・あげる）
　語形では「くれる」に対応する。意味的には「くれる」「あげる」の双方の意味
がある（すなわち、二つの意味が弁別されていない）。以下の例の「クィタン」は「クィ
ユン」の過去形である。
○ドゥシヌ　ワンニンカイ　ジン　クィタン。（○友達が私にお金をくれた。）（注２）
○ワンネー　ドゥシンカイ　ジン　クィタン。（○私が友達にお金をあげた。）
　「クィユン」は、日本語の「くれる」「あげる」と同じく、「～してくれる」「～し
てあげる」に相当する補助動詞的な用法が可能である。ここでも「くれる」「あげる」
の弁別はない。
○ドゥシヌ　ワンニンカイ　スムチ　ユディ　クィタン。（○友達が私に本を読ん
でくれた。）
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○ワンネー　ドゥシンカイ　スムチ　ユディ　クィタン。（○私は友達に本を読ん
であげた。）
３．トゥラスン（くれる・あげる）
　語形では「取らす」に対応する。意味的には「あげる・くれる」の双方の意味が
あるが、目上から目下へ物が移動する場合に用いられ、その場合、目上は目下に親
愛の気持ちが伴う。「トゥラチャン」は「トゥラスン」の過去形である。
○シンシーガ　ワンニンカイ　ジン　トゥラチャン。（先生が私にお金を［親切にも］
くれた。）
○ワンネー　ドゥシンカイ　ジン　トゥラチャン。（私［目上］は友達［目下］に
お金を［恵んで］あげた。）
　目下から目上へ物が移動するときには使われず（注３）、「クミシェーン・ウタビミ
シェーン」（くださる）、「ウサギユン」（さしあげる）が用いられる。
　「トゥラスン」も、「～してくれる」「～してあげる」に相当する補助動詞的な用
法が可能であり、また、本動詞と同じく「目上から目下へ」の待遇に使われる。
○シンシーガ　ワンニンカイ　スムチ　ユディ　トゥラチャン。（先生が私に本を
［親切にも］読んでくれた。）
○ワンネー　ドゥシンカイ　スムチ　ユディ　トゥラチャン。（［目上］は友達［目
下］に本を読んであげた。）
４．クィミシェーン（くださる）
　動詞「クィユン」の連用形からイを取った形に尊敬動詞「ミシェーン」が付いた
形で、尊敬語の一般形である。「クィユン」では「あげる・くれる」の弁別がない
けれども、尊敬語の「クィミシェーン」では「くれる」の尊敬語、すなわち、「く
ださる」に意味が特定化される。なお、「クィミソーチャン」は「クィミシェーン」
の過去形である。
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○シンシーガ　ワンニンカイ　ジン　クィミソーチャン。（先生が私に本をくださっ
た。）
　「クィミシェーン」も、日本語の「くださる」と同じく、「～してくださる」に相
当する補助動詞的な用法が可能である。
○シンシーガ　ワンニンカイ　スムチ　ユディ　クィミソーチャン。（先生が私に
本を読んでくださった。）（注４）
５．ウタビミシェーン（くださる）
　語形の作りとしては、動詞「タビユン」（文語）（注５）の連用形からイを取った形
に尊敬動詞「ミシェーン」を付け、さらに、尊敬の接頭辞「ウ」が付いた形である。
ただし、動詞「タビユン」（文語）が現在使われることはないので、動詞「クィユン」
（くれる）の尊敬語の特定形と見なしたほうがよい。話者によれば、「クィミシェー
ン」よりも格調高い表現ということである。「クィミシェーン」と同じく、補助動
詞的な用法も可能である。
○シンシーガ　ワンニンカイ　ジン　ウタビミソーチャン。（先生が私に本をくだ
さった。）
○シンシーガ　ワンニンカイ　スムチ　ユディ　ウタビミソーチャン。（先生が私
に本を読んでくださった。）（注６）
６．ウサギユン（さしあげる）
　語形では「おしあげる」に対応する（注７）。「クィユン」では「あげる・くれる」
の弁別がないけれども、謙譲語の「ウサギユン」では「あげる」の謙譲語、すなわち、
「さしあげる」に意味が特定化される。本動詞、補助動詞の双方の用法がある（注８）。
○ワンネー　シンシーンカイ　ジン　ウサギタン。（私は先生にお金をさしあげた。）
○ワンネー　シンシーンカイ　スムチ　ユディ　ウサギタン。（私は先生に本を読
んでさしあげた。）
－ 59 －
	［付記］沖縄語首里方言の話者である伊狩典子氏（1931 年生・女性）に文を可否
の判断をお願いした。感謝申し上げる次第である。
注
	（注１）「ヰーユン」を使役形にした「ヰーラスン」（得させる）が「あげる」に相当する意味で使えることがあ
るという。しかし、その文も「ヰーラスン」よりは「クィユン」にしたほうが適当とのことである。以下は双方
とも動詞が過去形の例である。
△ジノー　ドゥシンカイ　ヰーラチャン。（お金は友達にあげた［くれてやった？］。）
○ジノー　ドゥシンカイ　クィタン。（お金は友達にあげた。）
	（注２）「クィユン」の受身形「クィラリーン」は、「迷惑受身」としてならば可という。以下の例の「クィラッ
タン」は「クィラリーン」の過去形である。
○ワンネー　ドゥシカラ　マヤーグヮー　クィラッタン。（○私は友達から猫をくれられた［押し付けられた］。）
	（注３）次のような文は待遇的に不可と判断される。
×イャーヤ　シンシーンカイ　ジン　トゥラチャンナー？（お前［目下］は先生［目上］にお金をあげたの？）
　大城立裕が創作した組踊でも「トゥラスン」は目上から目下に対して使用されている。以下の例は組踊「山原
船」からで、身分のある泊村の脱清人、阿佐地（目上）から船頭（目下）に対して、「トゥラスン」の命令形「トゥ
ラシ」が用いられている（大城 2001：50）。
　たんで船頭よ　この船のことど	 		タンディ	シンドゥーユ	クヌ	フニヌ	クトゥドゥ
　唐向かてただに　走らちとらせ　　トー　ンカティ　タダニ　ハラチ　トゥラシ
	（注４）「クミシェーン」の使役形のテ形「クィミソーラチ」も、次のような文で使用可である。
○ワンニンカイ　クヌ　スムチ　ユマチ　クィミソーラチ、イッペー　ニフェーデービル。（私にこの本を読ま
せていただき、まことにありがとうございます。）
	（注５）動詞「タビユン」（国立国語研究所 1963：503）は「給
た
ぶ」と関係のある語である。文語では、「たびおわれ」
に相当する命令形の「タボーリ」がよく用いられる。
	（注６）「ウタビミシェーン」の使役形のテ形「ウタビミソーラチ」も、次のような文で使用可である（「クィミ
ソーラチ」と同様である）。
○ワンニンカイ　クヌ　スムチ　ユマチ　ウタビミソーラチ、グリージ　ウンヌキヤビーン。（私にこの本を読
ませていただき、お礼申し上げます。）
	（注７）「おしあげる」の「おし」の由来は、「押
お
す」の連用形か、「食
を
す」の連用形か決めかねている。なお、「お
し（ウシ）」が付かない「アギユン」という形もあり、『沖縄語辞典』には「献上する。進上する。さし上げる。
ʔusjagijuN よりも格式ばった、ていねいな語」（国立国語研究所 1963：104）というが説明ある。創作組踊「山原船」
では、「連用形＋アギユン」の形で補助動詞的に用いられている（大城 2001：56）。「アギラ」は志向形で「～しよう」
の意である。
　太陽加那志落てる　赤太陽よ見れば　　ティダガナシ	ウティル	アカティダユ	ミリバ
　東方かなた　お月の昇る　　　　　　　アガリカタ　カタナ　ウチチューヌ　ヌブル
　でちゃよアンマーよ　拝みあげら　　　ディチャヨ　アンマーヨ　ヲゥガミアギラ
	（注８）沖縄語首里方言でも「恩着せがましい表現」ということで、「ウサギユン」の使用が回避されることが
ある（西岡 2002：98-99）。
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補遺　「トゥラスン」を含む文
○イャーヤ　ワー　ドゥシンカイ　スムチ　トゥラチャンナー？（君は私の友達に
本をあげたの？）
×イャーヤ　シンシーンカイ　スムチ　トゥラチャンナー？（君は先生に本をあげ
たの？）（補語「シンシー」が目上なので不可になる）
○ワー　ウットゥヌ　サンルーンカイ　スムチ　ユディ　トゥラシ。（私の弟の三
郎に本を読んでおくれ。）
○サンルーンカイ　スムチ　ユディ　トゥラシミソーランガヤー。（三郎に本を読
んでくださらんか。）
○イャーガル　ワッター　ウットゥヌ　サンルーンカイ　スムチ　ユディ　トゥラ
チャンナー？（君が私達の弟の三郎に本を読んでくれたの？）
○タルーガ　ワッター　サンルーアティニ　スムチ　ウクティ　トゥラチャン
ナー？（太郎が私達の三郎宛に本を送ってくれたの？）
○ワー　ウットゥヌル　アヌ　サンルーンカイ　スムチ　ユディ　トゥラチャン
ナー？（私の弟［妹］があの三郎に本を読んであげたの？）（文脈：私［話し手］
がいなかったので。話し手は主語の弟［妹］に対して感謝している）
○ワッター　ターリーガル　ドゥシヌ　サンルーンカイ　スムチ　ユディ　トゥラ
シミソーチャンナー？（私達の父が友達の三郎に本を読んでくださったの？）（沖
縄語首里方言では身内敬語が許容される）
×サンルーガル　ターリーンカイ　スムチ　ユディ　トゥラチャンナー？（三郎が
父に本を読んでくれたの？）（補語「ターリー」が目上なので不可になる）
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